
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
夏のあの暑さは過ぎ去って爽やかな秋となりました。空も風も太陽もすっかり、さま変わりです。 

皆様におかれましては、お元気でお過しの事と存じます。 
今月は、健康に関してのテーマでお届けしたいと思います。 
10 月は実りの秋と申しますが、私たち 一人ひとりが一年を振り返り、気づきの中から 又、来年に向けて元

気で、生き抜いて行かれますよう、参考にして戴ければ嬉しく存じます。 
 

今月のテーマは 「 がん 」についての情報をお伝えします。 
  

死死因因ののトトッッププにに！！  
がんによる死亡者数は戦後一貫して増え続け、１９８１年には、脳血管疾患を抜いて日本人の死因の第 1位

になりました。以後四半世紀にわたり死因のトップとなっています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1997年～９９年にがんと診断された人の ５年生存率は男性58.8％、女性66.0％となっており 
半数以上が治癒する時代になっています。 
  
   ががんんととタタババココのの関関係係  
喫煙＝肺がん と、お考えの方が多いでしょうが、タバコは、肺がんのみならず発がんリスクを高めることがわか
っており、タバコ対策が、がん予防の重要な柱であることが世界共通の認識になっています。 
 
   「「ががんんとと診診断断さされれたたそそのの時時かからら治治療療方方針針がが決決ままるるままでで」」のの早早いい段段階階ででののササポポーートト  
がんの告知は、いつも突然にやってきます。 がん患者は診断直後から厳しい環境の中で、病気を理解し、

治療方法を決断しなくてはなりません。がん治療は最初が肝心です。なぜなら、初回の治療内容が、その後の
治療成績や患者の生活の質を大きく左右するからです。しかし、実際には、患者が病状を理解しないまま、す
べてを医師に任せてしまったために、後になって自身の治療方針を悔やむ方が存在するのも事実です。だから
こそ、早い段階でのサポートが大切です。 
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現在、がんの治療を受けて 
いる患者数は、１４０万人以上にのぼ
り、また年間約５３万 8000 人が新た
にがんと診断されています。2020 年
には年間８４万人に達すると予測さ
れています。 
 死者数、患者数が増える一方で、
医療技術の進歩により、 
「がんは不治の病」から 
「治る病気」になりつつあります。 



   「ががんん対対策策基基本本法法
．．．．．．．．．．．．．．

」がスタート 
全国どこでも専門的ながん治療を受けられる体制作りをめざす「がん対策基本法」が２００７年４月より施行さ

れました。また、６月には「７５歳未満のがん死亡率を１０年以内に２０％減らす」などの目標を掲げた基本計画
が閣議決定されました。この法律の大きな特徴は患者参加型です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ががんんににななららなないいたためめのの生生きき方方  

 
・  感謝の心を持つ                    ･  クヨクヨ、めそめそしない  
・ ストレスをためない           ・ 体を冷やさない 
・ 前向きな考え方をする ポジティブに   ・ 自然体で生きる 
・ 自然に触れる              ・ 花を見たり・風に触れたり・歩いたり  
・ 感動する心を持つ            ・ 感性をみがく                  
・ リラックスする時間をとる        ・ リラックスする場所を見つける 
・ 食事は腹八分目に            ・ 食事はバランスよく 
・ バランスのとれた生き方         ・ 良く笑う  
       

がん対策基本法（０７年４月施行） 

 

 

基本施策 

● がん予防と早期発見の推進 

・がん予防の推進       ・がん検診の質の向上  など 

● がん医療の均てん化の促進等 

・ 専門的な知識・技能を有する医師や医療従事者の育成 

・ 医療機関の整備 

・ がん患者の療養生活の質の維持向上 

・ がん医療に関する情報の収集・提供体制の整備   など 

● 研究の推進等 

・ がんに関する研究の促進 ・研究成果の活用 

・ 医薬品・医療機器の早期承認に資する治験の促進 

・ 臨床研究に係る環境整備             など 

 

「がん対策推進基本計画」策定（０７年６月） 

※ がん対策推進協議会(意見) 

① １０年以内に死亡率(７５歳未満)20％減少 

② 全患者・家族の苦悩軽減と療養生活の質の向上 

「都道府県がん対策推進計画｣策定 

３つの基本理念（研究の推進、地域格差解消、患者本位） 
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「がん難民」の解消に向けて 

 

がん患者の多くは身体的な苦痛だ

けではなく、不安や精神的な苦痛を

抱えています。家族も同様です。 

 

こうした苦痛に加え安心・納得で

きる医療を受けられないなどの困難

に直面しており、適切な治療を受け

られずに医療機関を転々とする「が

ん難民｣の存在が社会問題化してい

ます。 

 

これを解消するため、基本計画で

は、治療初期段階からの緩和ケアの

実施や、患者・家族の相談に無料で

応じる「相談支援センター」を拠点

病院に設置するよう定めています。 

 

また、がんに関する情報を掲載し

たパンフレットを作成し、医療機関

に提供する方針も掲げています。 
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